
　

昨
年
の
11
月
に

松
田
町
産
業
ま
つ

り
を
視
察
す
る
と

と
も
に
議
員
交
流

会
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
姉
妹
町
と
し

て
特
産
品
の
紹

介
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
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松
島
町
議
会
と
被
災
地
視
察

姉妹町である
松田町議会と議員交流

　

平
成
25
年
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
横
芝
光
町
も
合

併
後
約
7
年
を
数
え
ま
す
。
山
武
郡
・
匝
瑳
郡
、
さ
ら
に

古
く
は
上
総
・
下
総
と
国
を
跨
い
だ
全
国
で
も
稀
有
な
市

町
村
合
併
で
し
た
。
し
か
し
一
部
組
合
が
別
々
で
あ
る
こ

と
な
ど
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
横
芝
光
町
議
会
で

は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
い
、
町
民
の
皆
様
に
負
託
を

得
た
立
場
か
ら
、
一
日
も
早
く
同
一
行
政
区
を
感
じ
て
い

た
だ
く
よ
う
積
極
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
四
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
ま
す
よ
う
「
見
や
す
く
分
か

り
や
す
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
創
意
工
夫
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
議
会
・
議
員
に
対
し
ま
し
て
は
遠
慮
ま
た

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
等
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
　
森
川
　
　
忠

議
会
議
員
研
修

　

昨
年
10
月
22
日
に
宮
城
県
松

島
町
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本

三
景
の
一
つ
に
称
さ
れ
る
松
島

町
は
、
人
口
１
５
，
０
０
０
人

余
り
で
、
議
員
定
数
は
18
名
、

議
会
費
は
１
億
３
千
２
百
５
十

万
円
弱
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

町
議
会
と
比
較
し
ま
す
と
、
予

算
規
模
は
多
い
が
、
平
成
20
年

に
松
島
町
議
会
基
本
条
例
を
制

定
す
る
な
ど
、
各
議
員
の
活
動

状
況
は
活
発
の
様
に
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

翌
日
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
被
害
状
況
視
察
と
い
う
こ

と
で
、
海
岸
線
を
数
キ
ロ
視
察

し
ま
し
た
。
地
盤
沈
下
が
想
像

以
上
に
ひ
ど
く
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
小
学
校
、
中
学

校
、
高
校
が
廃
墟
の
よ
う
で
し

た
。
周
囲
の
住
宅
は
取
り
壊
し

て
あ
る
も
の
の
、
地
盤
の
嵩
上

げ
を
数
メ
ー
ト
ル
行
わ
な
い

と
、
法
的
に
家
は
建
て
ら
れ
な

い
状
態
で
す
。
復
興
に
は
と
て

も
地
方
、
民
間
で
は
無
理
と
感

じ
た
次
第
で
す
。
早
急
に
国
を

挙
げ
て
の
復
興
が
望
ま
れ
ま

す
。
松
島
湾
の
大
型
遊
覧
船
も

観
光
客
が
無
く
、
台
湾
で
営
業

し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

遊
覧
船
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
、
視
察
研
修
の
報
告

と
し
ま
す
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
鈴
木
　
唯
夫

東日本大震災による津波被害で
廃墟とかした校舎

松島町議会からの説明


